
演習問題集5年下第19回・くわしい解説
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ① 1

(1) 右の図のようになります。

アは，80×0.06＝4.8（g）です。

水を20g蒸発させました。

イは，ア－0＝4.8－0＝4.8（g）です。

ウは，80－20＝60（g）です。

エ＝イ÷ウ＝4.8÷60＝0.08 → 8％です。

(2) 右の図のようになります。

アは，200×0.16＝32（ｇ）です。

イは，400＋200＝600（ｇ）です。

ウは，イ×0.12＝600×0.12＝72（ｇ）です。

エは，ウ－ア＝72－32＝40（ｇ）です。

□＝エ÷400＝40÷400＝0.1 → 10％です。

(3) たとえば，右の図のような2つの食塩水があったと

します。

アは 200×0.15＝30（g）で，イも 300×0.1＝30（g）

です。

アとイは食塩の重さが同じです。このとき，食塩水の重さの比は 200：300＝2：3で，

こさの比は 15：10＝3：2 となり，食塩水の重さの比とこさの比は，逆比になってい

ます。

この問題も同じように考えます。

水を30g加えても，食塩の量は変わ

りませんから，右の図のアgとアgは同じです。

こさの比は 20：15＝4：3ですから，食塩水の重さの比は逆比になって，3：4 です。

よって，イを③，ウを④にすると，30gは，④－③＝①にあたります。

求めるのはイなので③ですから，30×3＝90（g）です。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

(4) 食塩水の重さは，5：2であれば何ｇでも答えは同じになるので，Ａの食塩水の重さ

を500ｇ，Ｂの食塩水の重さを200ｇにします。

Ａの濃さは10％ですから，Ａにふくまれる食塩の重さは，500×0.1＝50（ｇ）です。

Ｂの濃さは15％ですから，Ｂにふくまれる食塩の重さは，200×0.15＝30（ｇ）です。

よって，ＡとＢの食塩水にとけている食塩の重さの比は，50：30＝5：3です。

(5) 食塩水の重さは，2：1であれば何ｇでも答えは同じになるので，食塩水の重さをそ

れぞれ，200ｇと100ｇにします。

200ｇの食塩水の濃さは4％ですから，食塩の重さは，200×0.04＝8（ｇ）です。

100ｇの食塩水の濃さは13％ですから，食塩の重さは，100×0.13＝13（ｇ）です。

まぜると，食塩の重さは，8＋13＝21（ｇ）になります。

食塩水の重さは，200＋100＝300（ｇ）になります。

よって，まぜたときの食塩水の濃さは，21÷300＝0.07 → 7％です。

注意 4％と13％の食塩水をまぜたときの濃さは，必ず4％と13％の間の濃さになるこ

とを，おぼえておきましょう。

(6) ビーカー図では解きにくいので，面積図で解きます。

右の面積図で， の部分の面積は (17－14)×100＝300

です。

よって， の部分の面積も300になりますから，

□＝300÷(14－9)＝60（ｇ）です。

9％

17％
14％

100ｇ□ｇ
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

(7) 秒速26ｍで20秒進むと，26×20＝520（ｍ）進み

ますから，右の図の旗から旗までの長さが520ｍ

です。

よって鉄橋の長さは，520－90＝430（ｍ）です。

(8) 11時のときの，長針と短針で作る角度は30度です。

短針を止めて長針だけ動くことにすると，長針は1分間に

5.5度ずつ動きます。

長針が 180－30＝150（度）動けば，長針と短針が一直線に

なるのですから，

150 300 3
150÷5.5＝ ＝ ＝27 （分後）に重なります。

5.5 11 11

3
よって，答えは11時27 分です。

11

30°
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ① 2

(1) 上りと下りにかかる時間の比がわかれば，上りと下りの速さの比は逆比になるので

求められます。

Ａが下流でＢが上流なので，ＡからＢに進むときは上りで，ＢからＡに進むときは

下りです。

ＡからＢに進むときは，グラフを見ると6分かかることがわかります。

また，ＢからＡに進むときは，10－6＝4（分）かかります。

よって，上りと下りにかかる時間の比は，6：4＝3：2です。

上りと下りの速さの比は逆比になって，2：3です。

(2) (1)で，上りと下りの速さの比は2：3であるこ

とがわかりました。 上り＝静水時－川の速さ

下り＝静水時＋川の速さ

そこで，上りの速さを②，下りの速さを③に 静水時＝(下り＋上り)÷2

します。 川の速さ＝(下り－上り)÷2

静水時の速さは，(下り＋上り)÷2＝(③＋②)÷2＝ にあたります。

川の速さは，(下り－上り)÷2＝(③－②)÷2＝ にあたります。

問題文に，川の速さは分速40ｍと書いてありましたから，40が にあたります。

①あたり，40÷0.5＝80です。

静水時の速さは にあたるので，分速 80×2.5＝200（ｍ）です。

(3) (2)で，①あたり分速80ｍであることがわかりました。

上りの速さは②にあたるので，分速 80×2＝160（ｍ）です。

下りの速さは③にあたるので，分速 80×3＝240（ｍ）です。

ＡからＢまでは，上りの速さである分速160ｍで6分かかるので，160×6＝960（ｍ）

です。

下りの速さである分速240ｍを利用して，240×4＝960（ｍ）と求めてもＯＫです。

2.5

0.5

0.5

2.5



- 6 -

演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ① 3

右の図のように4段にスライスして，

上から見た図に，書きこんでいきます。

上からのくりぬきを書きこむと，次のようになります。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

前からのくりぬきをさらに書きこむと，次のようになります。

右からのくりぬきをさらに書きこむと，次のようになります。

くりぬかれていないのは，1段目は20個，2段目は4個，3段目は14個，4段目は20個で

すから，全部で 20＋4＋14＋20＝58（個）です。

1個の体積は 1×1×1＝1（cm3）ですから，答えは 1×58＝58（cm3）です。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ① 4

(1) このような問題に通用するとても簡単な求め方を，マスターしましょう。

回転させたときの体積の比は，右の図のように1から始まる

奇数になります。

右の図の「1」の部分は，半径が1cmで，高さが1cmの円柱で

すから，体積は，1×1×3.14×1＝1×3.14 になります。

右の図全体で，1＋3＋3＋5＋5＝17 になりますから，

1×3.14×17＝53.38（cm3）になります。

(2) このような問題に通用するとても簡単な求め方を，マスターしましょう。

この図形の，それぞれの辺を1回転させたときの面積は，

右の図のような比になります。

右の図の「1」の部分は，半径が1cmの円の面積になります

から，1×1×3.14＝1×3.14 になります。

右の図全体で，1＋2＋3＋5＋6＋6＋5＋3＋1＝32 になりま

すから，

1×3.14×32

＝32×3.14

＝100.48（cm2）になります。

参考 体積よりも表面積の方がまちがいやすいです。

右のような階段状の図を書いてから，数値を書き

こんでいくと，まちがいにくくなります。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 1

(1) 8％の食塩水と14％の食塩水を，重さの比が1：2になるように混ぜました。

1：2ならば何ｇにしても答えは同じになるので，8％の食塩水を100ｇ，14％の食塩

水を200ｇにして求めていきます。

8％の食塩水100ｇの中には，100×0.08＝8（ｇ）の食塩がふくまれています。

14％の食塩水200ｇの中には，200×0.14＝28（ｇ）の食塩がふくまれています。

混ぜると，食塩は全部で，8＋28＝36（ｇ）あります。

食塩水は 100＋200＝300（ｇ）ですから，36÷300＝0.12 → 12％になります。

(2) この問題は，次の2段階に分かれます。

①「8％の食塩水と14％の食塩水を重さの比が1：2になるように混ぜる」

②「さらに，16％の食塩水を加えると，13％の食塩水が500ｇできる」

(1)では，①の段階で12％の食塩水ができたことがわかりました。

注意 (1)では，食塩水の重さを100ｇと200ｇに決めましたが，これは本当の重さでは

ないので，(2)で利用するわけにはいきません。

よって②の段階は，「12％の食塩水に，16％の食塩水を加えると，13％の食塩水が

500ｇできる」となります。このことから，12％の食塩水が何ｇできるのかを求める

ことができます。

右の面積図において， と のたての長さの比は

(13－12)：(16－13)＝1：3です。

面積は等しいので，横の長さの比は逆比になって，3：1です。

よって右の図の□は，500÷(3＋1)×3＝375（ｇ）です。

12％の食塩水は375ｇあることがわかりました。

ところで，12％の食塩水は，8％と14％の食塩水を1：2になるように混ぜたものでし

た。

よって8％の食塩水は，375÷(1＋2)×1＝125（ｇ）ありました。

12％

16％
13％

□ｇ

500ｇ
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 2

この問題は，「正しい時計」と，早く進んでしまう時計である「時計Ａ」との，速さの

比を求めることが必要です。

時計Ａは，1時間に3分の割合で進む，つまり，60分に 60＋3＝63（分）進む時計です。

よって，「正しい時計」と「時計Ａ」の速さの比は，60：63＝20：21です。

よって，正しい時計が「20」進んでいる間に，時計Ａは「21」進むことになります。

正しい時計と時計Ａを，正午に合わせました。

時計Ａが午後5時57分を示したということは，時計Ａは正午から午後5時57分までの，

5時間57分進んでいます。

5時間57分＝（60×5＋57）分＝357分 ですから，時計Ａが進んだのは357分です。

よって，357分が，「21」にあたります。

1あたり，357÷21＝17（分）です。

このあとは，正しい時計が「20」進む時間を求めて解く方法もありますが，時計Ａが

「21」進んでいる間に，正しい時計は「20」だけ進むのですから，正しい時計は時計Ａ

よりも，21－20＝1 だけ進み方がおそい，と考えた方が，計算は簡単です。

1あたり17分で，正しい時計は時計Ａより1だけ進み方がおそいのですから，正しい時

計は時計Ａよりも，17分おくれているわけです。

時計Ａは午後5時57分を示しているのですから，正しい時計は，午後5時57分－17分＝

午後5時40分が，正しい時刻です。

参考 正しい時計が「20」進む時間を求める解き方では，1あたり17分ですから，

17×20＝340（分）となり，340分＝5時間40分ですから，正午の5時間40分後，つまり，

午後5時40分が答えになります。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 3 (1)

真上から見た図に，立方体が何個積み重なっているかを書きこんでいきます。

正面から見ると「3個，1個，2個」が積み重なったように

見え，右横からは「2個，3個」が積み重なったように見えま

すから，右の図のようになります。

1個しか見えないところは，1個しか積み重なっていないので，

右の図のようになります。

「3」と書けるところは右の図の の部分のみです。

最小の体積にするときは，なるべく を少なくするので，

右の図の部分だけ にします。

残りはすべて にするので，右の図のようになります。

全部で 3＋1＋1＋1＋2＝8（個）あります。

1個の体積は 1×1×1＝1（cm3）なので，1×8＝8（cm3）です。

最大の体積にするときは，なるべく を多くするので，

右の図のようになります。

全部で 3＋1＋2＋2＋2＝10（個）あります。

1個の体積は1cm3なので，1×10＝10（cm3）です。

よって，最小の体積は8cm3，最大の体積は10cm3であることがわかりました。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 3 (2)

表面積は，「前後左右上下＋かくれ」で求めます。

正面から見ると のように6面見えるので，「前後」は 6×2＝12(面)です。

右横から見ると のように5面見えるので，「左右」は 5×2＝10(面)です。

真上から見ると のように5面見えるので，「上下」は 5×2＝10(面)です。

あとは，「かくれ」面を求めます。

(1)で，体積が最大のときは，右の図のようになっている

ことがわかっています。

の部分は となっていて，斜線部分の2面は「前後左右上下」

のどこから見ても見えない「かくれ面」です。

また， の部分は となっていて，斜線部分の4面も「かくれ

面」です。

結局，「前後」は12面，「左右」は10面，「上下」も10面，「かくれ面」は2面と4面で，

全部で 12＋10＋10＋2＋4＝38（面）です。

1面の面積は 1×1＝1（cm2）ですから，答えは 1×38＝38（cm2）です。

2

3

13 2
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2

2

2

13 2

2 2
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 4

(1) 時速54km＝1時間で54km＝60分で54000ｍ＝1分で 900ｍ＝分速900ｍです。

分速900ｍ＝1分で900ｍ＝60秒で900ｍ＝1秒で15ｍ＝秒速15ｍです。

秒速15ｍの貨物列車が，1720ｍの鉄橋をわたり

終えるのに，2分16秒＝136秒かかったのですから，

右のような図になります。

この貨物列車が136秒で進んだ道のりは，

15×136＝2040（ｍ）です。

旗から旗まで2040ｍですから，この貨物列車の長さは，2040－1720＝320（ｍ）です。

(2) 時速90km＝1時間で90km＝60分で90000ｍ＝1分で 1500ｍ＝分速1500ｍです。

分速1500ｍ＝1分で1500ｍ＝60秒で1500ｍ＝1秒で25ｍ＝秒速25ｍです。

よって，秒速15ｍで長さ320ｍの貨物列車が，秒速25ｍの特急列車とすれちがうのに

14秒かかったのですから，

（貨物の長さ＋特急の長さ）÷（貨物の秒速＋特急の秒速）＝かかる時間

の式にあてはめると，（320＋ ）÷（15＋25）＝14 となります。

15＋25＝40 14×40＝560 560－320＝240 ですから，特急列車の長さは240ｍで

す。

鉄橋

1720ｍ

15

136秒
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 5

問題の誘導に乗っていきましょう。

(1) ＡとＢから同じ重さの食塩水を取り出して移したのですから，ＡとＢの食塩水の重

さは変わりません。

よって，移したあとも，Ａは400ｇのまま，Ｂは600ｇのままです。

Ｂの濃さはＡの濃さの2倍になったそうです。つまり，ＡとＢの濃さの比は1：2にな

ったそうです。

濃さが1：2なら，どんな濃さにしても答えは同じになるので，Ａを1％，Ｂを2％に

してみます。

Ａは400ｇで濃さは1％ですから，Ａにとけている食塩の重さは，400×0.01＝4（ｇ）

です。

Ｂは600ｇで濃さは2％ですから，Ｂにとけている食塩の重さは，600×0.02＝12（ｇ）

です。

よって，ＡとＢにとけている食塩の重さの比は，4：12＝1：3です。

(2) はじめのＡは400ｇで濃さは8％ですから，Ａの中の食塩の重さは，400×0.08＝32（ｇ）

です。

はじめのＢは600ｇで濃さは24％ですから，Ｂの中の食塩の重さは，600×0.24＝144

（ｇ）です。

よって，ＡとＢの食塩の重さの合計は，32＋144＝176（ｇ）です。

ＡからＢ，ＢからＡに移したあとも，食塩の重さの合計は変わりません。

よって，移したあとの食塩の重さの合計も176ｇで，しかも(1)で求めた通り，移した

あとのＡとＢの食塩の重さの比は1：3です。

よって，移したあとのＡには，176÷(1＋3)×1＝44（ｇ）の食塩がふくまれています。

Ａの食塩水の重さは400ｇのままですから，Ａの濃さは 44÷400＝0.11 → 11％に

なりました。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

(3) Ａの食塩水がどのようになっていったかを整理してみましょう。

Ａははじめ，8％で食塩水は400ｇありました。

Ｂに移すために，何ｇかとりのぞきました。とりのぞいても

8％のままですが，食塩水の重さは400ｇよりも減りました。

このあと，Ｂから24％の食塩水が何ｇかやってきました。

とりのぞいた重さと，やってきた重さは同じなので，Ａは400ｇにもどりました。

そして，Ａの濃さは(2)で求めた通り，

11％になったのですから，右の図のよう

になります。

ビーカー図では解きにくいので，面積図にします。

右の面積図において， と のたての長さの比は

(11－8)：(24－11)＝3：13です。

面積は等しいので，横の長さの比は逆比になって，13：3です。

よって右の図の△は，400÷(13＋3)×3＝75（ｇ）です。

つまり，Ｂから75ｇがやってきました。

Ａから取り出した重さと，Ｂからやってきた重さは等しいので，Ａから取り出した

重さも75ｇになり，これが答えです。

□ｇ

8％

□ｇ

8％

＋ △ｇ

24％

＝ 400ｇ

11％

8％

24％
11％

△ｇ

400ｇ

□ｇ
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ② 6

右の図の をつけた角度は，すべて45度です。

よって，右の図のようになります。

ＡＢを軸として回転させると，右の図の

ようになります。

上の部分は円柱で，

下の部分は円すい台，つまり，「大円すい－小円すい」

です。

上の部分である円柱の体積は，

3×3×3.14×3＝27×3.14(cm3)です。

下の部分である円すい台の体積は，

1 1
6×6×3.14×6× －3×3×3.14×3×

3 3

＝72×3.14－9×3.14

＝63×3.14(cm3)です。

よって，上の部分と下の部分の合計は，

27×3.14＋63×3.14

＝(27＋63)×3.14

＝90×3.14

＝282.6(cm3)です。

3cm

6cm

6cm

3cm

6cm

6cm

3cm

3cm

3cm

3cm

6cm

6cm

3cm
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 1

真上から見た図に，立方体が何個積み重なっているかを書きこんでいきます。

正面から見ると「2個，3個，3個」が積み重なったように

見えますから，右の図のようになります。

体積を最大にするなら，立方体を多くすればよいだけですから

まだ簡単ですが，表面積を最大にするのはむずかしいです。

表面積を最大にするには，「前後左右上下＋かくれ」を最大に

します。

「前後」は（正面から見た図によって）8×2＝16（面）が見えます。…（ア）

「上下」は（真上から見た図によって）8×2＝16（面）が見えます。…（イ）

「左右」が多くなるように，右の図のようにすると，

右横から見て 3＋3＋3＝9（面），左から見ても9面です

から，9×2＝18（面）が見えます。…（ウ）

あとは，「かくれ」面をなるべく多くなるようにします。

右の図の★は最大で2個，☆は最大で3個積み重ねること

ができます。

2 3 3

2 3 3

3

3

3

2 3 3

3

3

3★

★

★

☆

☆

☆

☆

☆
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

なるべく「くぼみ」があるように積み重ねた方が，「かくれ

面」が多くなりますから，「たて方向」のくぼみ，「横方向」の

くぼみが多くなるよう，右の図のように積み重ねるのが良いで

す。

たて方向に見ると， の場合は となって

いますから，2面が「かくれ面」です。…（エ）

は となっているのでかくれ面はなく，

は となっているので，4面が「かくれ面」です。…（オ）

横方向に見ると， の場合は となっているので，

4面が「かくれ面」です。…（カ）

は「かくれ面」はなく，

は となっているので，2面が「かくれ面」です。…（キ）

（ア）は16面，（イ）も16面，（ウ）は18面，（エ）は2面，（オ）は4面，（カ）は4面，

（キ）は2面ですから，全部で，16＋16＋18＋2＋4＋4＋2＝62（面）です。

1面の面積は 1×1＝1（cm2）ですから，最大の表面積は，1×62＝62（cm2）です。

2 3 3

3

3

3

2

2

1

3

3

1 3 1

2

2

1

1

3

3

3

1

2 3

1 3 1

2 1 3
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 2

(1) まず，1回目の作業から。

はじめに，9％の食塩水が360ｇありました。120ｇを捨てても，濃さは変わらず9％

のままで，食塩水の重さは 360－120＝240（ｇ）になりますから，その中にふくまれ

ている食塩の重さは，240×0.09＝21.6（ｇ）です。

その後，水を120ｇ加えると，食塩水の重さは360ｇにもどります。食塩は21.6ｇです

から，このときの食塩水の濃さは，21.6÷360＝0.06 → 6％になります。

1回目の作業では，「9％から6％」になったことをおぼえていてくださいね。

2回目の作業では，まず6％の食塩水が360ｇありました。120ｇを捨てても，濃さは

変わらず6％のままで，食塩水の重さは 360－120＝240（ｇ）になりますから，その中

にふくまれている食塩の重さは，240×0.06＝14.4（ｇ）です。

その後，水を120ｇ加えると，食塩水の重さは360ｇにもどります。食塩は14.4ｇです

から，このときの食塩水の濃さは，14.4÷360＝0.04 → 4％になります。

2回目の作業では，「6％から4％」になったことをおぼえていてくださいね。

(2) (1)で，作業を2回しました。結構な計算量で，これ以上計算するのは大変だと思っ

たことでしょう。濃さが1％になるまでやるなんて，やれやれ…といったところでしょ

うか。

しかし，もっと簡単な方法があるのです。

6 2
1回目は，9％から6％になりましたこれは， ＝ の濃さになった，ということです。

9 3

4 2
2回目は，6％から4％になりましたこれは， ＝ の濃さになった，ということです。

6 3

2
つまり，1回の作業で，濃さはもとの の濃さになる，ということです。

3

2 8
ということで，3回目の作業では，4× ＝ （％）になります。

3 3

8 2 16 16 2 32 32 2 64
4回目→ × ＝ （％），5回目→ × ＝ （％），6回目→ × ＝ （％）と

3 3 9 9 3 27 27 3 81

なって，6回作業をしたときに，食塩水の濃さが1％未満になります。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 3 (1)

電車が電車を追いこす場合は，

(電車の長さの和)÷(電車の速さの差)＝かかる時間

となります。

ＡがＣを追いこすときは，(210＋150)÷(Ａ－Ｃ)＝15 となり，逆算をすれば，

Ａ－Ｃ＝24 …（ア） となります。

また，ＢがＣを追いこすときは，(192＋150)÷(Ｂ－Ｃ)＝18 となり，逆算をすれば，

Ｂ－Ｃ＝19 …（イ） となります。

（ア）と（イ）をくらべると，ＡとＢの差が，24－19＝5 となり，ＡとＢの速さの比

が6：5ですから，Ａの秒速を⑥，Ｂの秒速を⑤とすると，秒速5ｍが，⑥－⑤＝①にあた

ります。

よって，Ａの秒速は 5×6＝30（ｍ）になり，（ア）を利用すれば，

Ｃの秒速は，30－24＝6（ｍ）です。

時速で答えるのですから，秒速6ｍ＝1秒間に6ｍ＝1分間に360ｍ＝1時間に21600ｍ＝

時速21.6kmになります。

または，Ｂの秒速は 5×5＝25（ｍ）になり，（イ）を利用すれば，

Ｃの秒速は，25－19＝6（ｍ）です。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 3 (2)

この問題のように，川の流れの速さが変わったり，他に静水時の速さが変わったりす

る問題の場合は，

上りの速さ＝静水時－川の速さ

下りの速さ＝静水時＋川の速さ

を利用します。「静水時＝（下り＋上り）÷2」や，「川の速さ＝（下り－上り）÷2」は，

利用できません。

上りのときの川の速さは，時速4.8km＝1時間に4.8km＝60分に4800ｍ＝1分に80ｍ ですか

ら，

上りの速さ＝静水時－80 …（ア）

下りのときの川の速さは，上りのときの半分になっていたので，分速 80÷2＝40（ｍ）

ですから，

下りの速さ＝静水時＋40 …（イ）

ところで，上りにかかった時間は50分，下りにかかった時間は30分ですから，上りと

下りにかかった時間の比は，50：30＝5：3です。

速さの比は逆比になって，3：5です。そこで，上りの速さを③，下りの速さを⑤にす

ると，

（ア）は， ③＝静水時－80 …（ウ）

（イ）は， ⑤＝静水時＋40 …（エ）

（ウ）と（エ）の差は，⑤－③＝②にあたり，（ウ）は「静水時よりも80不足」，

（エ）は「静水時よりも40あまる」と考えると，その差は，分速 80＋40＝120（ｍ）で

す。

よって，分速120ｍが②にあたるので，①あたり，120÷2＝60（ｍ）です。

上りの分速は③なので，60×3＝180（ｍ）です。上りに50分かかるのですから，Ａか

らＢまでの道のりは，180×50＝9000（ｍ） → 9kmです。

または，下りの分速は⑤なので，60×5＝300（ｍ）で30分かかるので，300×30＝9000

（ｍ） → 9kmです。
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 3 (3)

7
太郎君は，池のまわりの だけ歩いて花子さんとすれちがいました。

10

3
ということは，花子さんは，池のまわりの だけ歩いて太郎君とすれちがったことに

10
なります。

3 3
花子さんは54分で1周するのですから，1周の だけ進むのに，54× ＝16.2（分）かか

10 10
ります。

よって，花子さんは16.2分進んで，太郎君とすれちがったことがわかりました。

太郎君は花子さんよりも9分早くスタートしていますから，太郎君は，16.2＋9＝25.2

（分）かかって，花子さんとすれちがっています。

7
太郎君は，池のまわりの だけ歩いて花子さんとすれちがったのですから，太郎君は，

10

7
25.2分で 周することがわかります。

10

7
太郎君がこの池を1周するのに，25.2÷ ＝36（分）かかることがわかりました。

10
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演習問題集５下第１９回 くわしい解説

ステップ③ 4

(1) 6cm：8cm：10cm＝3：4：5 で，右の図のアは

3cmですから，イ＝4cm，ウ＝5cmです。

回転させると，右の図のような立体ができます。

体積は，

大円すい－小円すい－円柱

1 1
＝9×9×3.14×12× －3×3×3.14×4× －3×3×3.14×8

3 3

＝324×3.14－12×3.14－72×3.14

＝(324－12－72)×3.14

＝240×3.14

＝753.6（cm3）です。

(2) 円すいの側面積は，「母線×底面の半径×3.14」で求めます。

表面積

＝9×9×3.14－3×3×3.14 ＋ 15×9×3.14－5×3×3.14 ＋ 8 × 3×2×3.14

たて 横

＝81×3.14 － 9×3.14 ＋ 135×3.14－15×3.14 ＋ 48×3.14

＝(81－9＋135－15＋48)×3.14

＝240×3.14

＝753.6(cm2)です。

�
3cm

6cm

8cm

10cm

ア

イ

ウ

4cm

3cm

6cm

8cm

10cm

5cm3cm


